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林
業
成
長
産
業
化
地
域
創
出
モ
デ
ル
事
業 

⓭

①
森
林
資
源
活
用
高
度
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
平
成
29
年
度
は
、
森
林
組
合
・
輸
送
業
者
・

ウ
ッ
ド
ビ
レ
ジ
川
場
と
の
間
で
需
給
情
報
を

ク
ラ
ウ
ド
上
で
共
有
し
、
発
注
も
行
え
る

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
開
発
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

平
成
30
年
度
に
は
低
質
材
需
要
者
も
利
用
で

き
る
よ
う
機
能
拡
充
し
、
川
上
か
ら
川
下
ま

で
連
携
し
て
効
率
的
な
木
材
の
収
集
・
運
搬

を
行
え
る
体
制
を
整
備
し
ま
し
た
（
図
４
）。

　
ま
た
、
皆
伐
・
再
造
林
に
よ
り
森
林
資
源

の
循
環
利
用
を
推
進
す
る
た
め
、
シ
カ
等

利
根
沼
田
地
域
の
概
要

　
利
根
沼
田
地
域
は
、群
馬
県

県
北
の
５
市
町
村
（
沼ぬ
ま
た田
市
、

片か
た
し
な品
村
、川か
わ
ば場
村
、昭し
ょ
う
わ和
村
、み

な
か
み
町
）か
ら
な
り
、県
内

森
林
面
積
の
約
36
％
に
あ
た

る
15
万
２
千
ha
の
森
林
を
有

し
て
い
ま
す
。

　

本
地
域
の
中
核
と
な
る
川

場
村
で
は
、こ
れ
ま
で
道
の
駅

「
川
場
田
園
プ
ラ
ザ
」
と
い
っ

た
、「
農
業
」と「
観
光
」を
融
合

さ
せ
た
村
お
こ
し
を
進
め
て
き

ま
し
た
が
、平
成
24
年
に
産
官

学
包
括
連
携
協
定（〝
元
気
な
ふ

る
さ
と
〟づ
く
り
協
定
）を
締
結

し
、新
た
に「
林
業
」を
基
幹
産

業
に
加
え
た「
川
場
村
Ｇ
Ｖ
Ｐ

（
グ
リ
ー
ン
バ
リ
ュ
ー
プ
ロ
グ

ラ
ム
）」を
策
定
し
ま
し
た（
図
１
）。こ

の
成
果
と
し
て
、平
成
27
年
度
に
は
第

三
セ
ク
タ
ー
の「
㈱
ウ
ッ
ド
ビ
レ
ジ
川

場
」を
立
ち
上
げ
、低
質
材
を
加
工
す
る

製
材
工
場
を
整
備
し
ま
し
た
。ま
た
、平

成
28
年
度
に
は
小
規
模
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
施
設
を
整
備
し
、縁
組
協
定
を

結
ん
だ
東
京
都
世
田
谷
区
の
住
民
へ
売

電
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
構
想
の
概
要
と

こ
れ
ま
で
の
取
組

　
平
成
29
年
度
に
策
定
し
た
「
林
業
成
長
産

業
化
地
域
構
想
」
に
も
と
づ
き
、
Ａ
～
Ｄ
材

ま
で
森
林
資
源
の
フ
ル
活
用
を
目
的
と
し
た

次
の
４
点
を
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
位
置
づ

け
、
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
す
な
わ

ち
、
①
森
林
資
源
活
用
高
度
化
、
②
新
規
需

要
開
拓
、
③
地
域
材
利
用
促
進
、
④
き
の
こ

生
産
拡
大
で
す
（
図
２
、
図
３
）。

群
馬
県
利
根
沼
田
地
域

「
農
業
＋
観
光
＋
林
業
」で

実
現
す
る
村
お
こ
し

～
森
林
資
源
の
フ
ル
活
用
を
め
ざ
し
て
～

図１	 川場村 GVP の木材コンビナート構想

図２	 未利用森林資源も活用した林業と観光の融合化
	 利根沼田地域林業成長産業化構想
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タ
ケ
（
コ
ナ
ラ
）
と
、
ヒ
ラ
タ
ケ
・
エ
リ
ン

ギ
（
コ
ナ
ラ
・
ス
ギ
）
の
菌
床
栽
培
試
験
を

行
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
取
組

　
今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、
需
給
調
整
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
実
際
の
試
験
運
用
を
通

し
て
実
用
性
を
検
証
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

獣
害
対
策
に
つ
い
て
は
ワ
ナ
の
設
置
箇
所
を

増
や
す
と
と
も
に
、
初
期
成
長
の
よ
い
苗
木

の
植
栽
試
験
を
行
い
、
食
害
に
対
す
る
有
効

性
の
確
認
を
行
い
ま
す
。
き
の
こ
生
産
に
つ

い
て
は
、
生
産
施
設
等
の
ハ
ー
ド
整
備
を
行

い
、
地
域
で
利
用
が
進
ま
な
か
っ
た
低
質
材

の
活
用
促
進
を
行
う
と
と
も
に
、
収
穫
し
た

き
の
こ
を
販
売
す
る
こ
と
で
、
課
題
と
な
っ

て
い
る
冬
場
の
農
林
産
物
供
給
不
足
を
解
消

し
、
観
光
業
の
さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な
げ
る

計
画
で
す
。お

わ
り
に

　
こ
れ
ま
で
農
業
と
観
光
業
に
力
を
入
れ
て

き
た
本
地
域
に
お
い
て
、
林
業
と
の
新
た

な
組
み
合
わ
せ
を
試
み
る
こ
の
取
り
組
み
は
、

多
く
の
農
山
村
に
と
っ
て
一
つ
の
モ
デ
ル
に

な
り
得
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
内
で
資

源
を
循
環
利
用
す
る
こ
と
で
、
持
続
可
能
か

つ
、
本
地
域
な
ら
で
は
の
「
林
業
成
長
産
業

化
」
の
姿
を
今
後
も
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

に
よ
る
獣
害
被
害
へ
の
効
率
的
な
対
策
に
つ

い
て
検
証
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
度

は
、
鉱
塩
と
セ
ン
サ
ー
付
き
ワ
ナ
に
よ
る
誘

引
捕
獲
の
実
証
試
験
に
お
い
て
３
頭
の
シ
カ

を
捕
獲
し
、
鉱
塩
の
誘
引
効
果
と
、
見
回
り

作
業
の
省
略
に
よ
る
効
率
化
を
確
認
し
ま
し

た
（
写
真
１
）。

②
新
規
需
要
開
拓
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
低
質
材
の
新
た
な
需
要
先
を
創
出
す
る
た

め
、
今
年
度
事
業
で
は
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ

ラ
ー
の
設
置
を
進
め
て
い
ま
す
。
完
成
後
は
、

先
述
の
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
ウ
ッ
ド
ビ
レ
ジ

川
場
か
ら
燃
料
と
な
る
チ
ッ
プ
を
供
給
す
る

計
画
で
す
。

③
地
域
材
利
用
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
地
域
材
の
新
た
な
活
用
方
法
を
開
拓
す
る

た
め
、
実
証
事
業
と
し
て
平
成
29
年
度
に
本

地
域
の
木
材
を
利
用
し
た
農
業
用
温
室
を
整

備
し
ま
し
た
。
豪
雪
地
帯
で
あ
る
本
地
域
に

あ
わ
せ
、
耐
雪
性・
耐
風
性
を
考
慮
し
た
設

計
と
し
、
実
際
に
温
室
で
農
作
物
を
生
産
す

る
事
で
有
用
性
を
検
証
し
て
い
ま
す
（
写
真

２
）。

④
き
の
こ
生
産
拡
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
こ
れ
ま
で
利
用
が
進
ま
な
か
っ
た
低
質
材

や
広
葉
樹
材
に
つ
い
て
、
き
の
こ
の
栽
培
へ

の
活
用
を
、
学
術
機
関
と
連
携
し
て
検
討
を

行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
度
は
、
地
元
産

の
コ
ナ
ラ
と
ス
ギ
の
木
粉
を
使
用
し
、
シ
イ

図３	 利根沼田地域林業成長産業化構想　イメージ図

図４	 需給連携システムの概要

写真１	 鉱塩とワナの設置状況

写真２	 地域材を活用した農業用温室
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⑤輸送依頼
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森林
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輸送業者
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